
さ
て
壬
生
川
で
真
っ
先
に
私
一
人
降
り
る
。
次
は
西
條
新
居

浜
と
次
々
と
降
り
る
の
だ
。「
元
気
で
や
れ
よ
。
ま
た
会
お
う
」

と
手
を
振
り
別
れ
る
。
駅
か
ら
自
宅
ま
で田
圃
道
を
独
り
歩
く
。

途
中
の
田
の
中
か
ら
「
今
も
ん
た
ん
か
。
ち
ょ
っ
と
わ
し
が

走
っ
て
知
ら
せ
て
や
る
。
そ
ろ
そ
ろ
帰
れ
」
と
二
カ
月
早
く
復

員
し
た
旧
友
が
い
た
わ
っ
て
く
れ
た
。
や
っ
と
家
族
の
待
つ
故

郷
の
自
分
の
生
ま
れ
た
家
に
た
ど
り
着
い
た
。
旧
友
の
知
ら
せ

で
妹
が
母
が
田
よ
り
走
り
帰
っ
た
兄
が
次
々
と
駆
け
寄
っ
て
抱

き
合
う
よ
う
に
し
て
、
無
事
の
復
員
を
喜
ん
で
く
れ
た
。
有
り

難
い
。
母
は
「
ヨ
ー
ヨ
ー
モ
ン
タ
カ
」
と
一
言
。
次
兄
を
ビ
ル

マ
で
戦
死
で
失
っ
た
母
の
一
日
千
秋
の
子
を
思
う
親
心
。
山
よ

り
高
く
海
よ
り
深
い
の
で
あ
ろ
う
。
合
掌
。

結
婚
は
昭
和
二
十
三
年
十
月
。
現
在
に
至
る
ま
で
二
人
揃
っ

て
元
気
。
男
女
女
女
と
一
男
三
女
に
孫
が
九
人
。
お
寺
お
宮
老

人
ク
ラ
ブ
の
お
世
話
人
な
ど
務
め
て
お
り
ま
す
。

元
気
で
帰
れ
た
私
と
し
て
、
不
幸
に
も
敵
弾
に
あ
る
い
は
病

気
に
尊
い
命
を
散
ら
せ
て
、
祖
国
の
た
め
に
捧
げ
て
大
陸
の
士

と
な
っ
た
戦
友
の
英
霊
に
対
し
て
、
心
よ
り
の
冥
福
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

陸
上
勤
務

第
六
十
三
中
隊
奮
戦
記
　 

（
付
・
湘
桂
作
戦
）東

京
都
　
幅
一
雄
　 

―
出
征
し
た
時
の
場
所
は
ど
ち
ら
で
す
か
―

現
在
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
出
征
中
、
昭
和
二
十
年
三

月
十
日
の
大
空
襲
で
丸
焼
け
に
な
り
ま
し
た
。

―
家
族
の
構
成
は
、
何
人
で
お
暮
ら
し
で
し
た
か
―

家
内
と
子
供
（
女
子
）
二
人
で
す
。

―
出
征
さ
れ
て
ご
商
売
の
方
は
―

人
手
も
物
も
な
く
休
業
で
す
。

―
川
口
の
在
に
疎
開
し
た
の
で
す
ね
―

そ
う
で
す
。
復
員
し
て
東
京
の
焼
跡
を
確
か
め
川
口
へ
す
っ

飛
び
ま
し
た
。
二
十
一
年
九
月
か
ら
商
売
を
再
開
し
ま
し
た
。

―
復
員
さ
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
ご
活
躍
で
す
ね
―

復
員
し
た
秋
に
「
八
起
会
」
と
い
う
戦
友
会
を
作
り
、
昭
和



二
十
五
年
第
一
回
の
慰
霊
祭
を
行
い
、
ず
ー
っ
と
続
け
て
い
ま

す
。
合
間
を
縫
い
、
戦
死
者
の
家
を
訪
ね
た
り
、
小
戦
史
を
発

行
し
ま
し
た
。

―
入
隊
と
編
制
と
出
征
の
状
況
を
お
話
く
だ
さ
い
―

私
の
属
し
た
隊
は
、
昭
和
十
九
年
三
月
一
日
、
山
梨
県
甲
府

市
東
部
第
六
十
三
部
隊
（
旧
歩
兵
第
四
十
九
連
隊
）
で
編
制
さ

れ
、「
宮
第
七
八
四
七
部
隊
本
部
」
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
全

員
五
一
一
名
は
皆
充
員
召
集
に
よ
る
応
召
兵
で
、
ほ
と
ん
ど
妻

帯
者
で
年
齢
も
二
十
六
歳
か
ら
四
十
歳
ぐ
ら
い
の
幅
が
あ
り
ま

し
た
。
湘
桂
作
戦
の
要
員
で
し
た
。

将
校
・
下
士
官
も
少
な
く
、
内
地
出
発
の
と
き
、
銃
も
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
漢
口
に
到
着
し
て
支
給
さ
れ
た
よ
う
な

状
態
で
し
た
。
隊
員
の
ほ
と
ん
ど
は
二
度
目
の
応
召
で
、
勲
七
、

勲
八
、
中
に
は
金
鵄
勲
章
の
保
持
者
も
お
り
ま
し
た
。

本
部
指
揮
班
　
　
矢
沢
長
太
郎
中
尉

第
一
小
隊
長
　
　
山
田
兵
三
少
尉
以
下
一
六
二
名

第
二
小
隊
長
　
　
篠
井
良
顕
少
尉
以
下
一
六
二
名

第
三
小
隊
長
　
　
森
川
道
二
少
尉
以
下
一
六
二
名

で
陸
上
勤
務
第
六
十
三
中
隊
が
編
制
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
第
一

小
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

湘
桂
作
戦
は
戦
後
五
十
年
の
今
と
な
っ
て
は
、

正
式
の
戦
史
、

大
隊
・
中
隊
単
位
の
戦
史
、
個
人
の
戦
記
等
で
語
り
尽
く
さ
れ

て
い
る
の
で
申
し
上
げ
ま
せ
ん
が
、

一
、
米
軍
飛
行
基
地
の
覆
滅

二
、
南
方
資
源
輸
送
手
段
の
確
保

三
、
米
軍
の
上
陸
に
備
え
軍
の
集
結

と
時
期
に
よ
り
微
妙
に
目
的
が
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
東

亜
戦
争
最
後
の
大
作
戦
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

―
任
地
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
行
か
れ
ま
し
た
か
―

昭
和
十
九
年
三
月
三
日
動
員
完
了
。
三
月
四
日
、
甲
府
出
発
。

名
古
屋
、
下
関
、
門
司
に
着
き
一
泊
。
三
月
六
日
、
輸
送
船

「
宇
賀
丸
」（
約
四
、
五
〇
〇
ト
ン
）
に
乗
船
。
護
衛
艦
な
し

で
「
鳴
尾
丸
」
と
同
航
、
上
海
経
由
、
南
京
に
三
月
十
四
日
に

着
き
ま
し
た
。
三
月
二
十
五
日
南
京
発
、
貨
車
で
蕪
湖
駅
に
到

着
し
た
の
が
翌
日
で
し
た
。
そ
こ
の
元
日
本
領
事
館
宿
舎
に
宿

泊
し
、
湖
北
省
武
漢
地
区
へ
の
徒
歩
行
軍
に
備
え
て
、
準
備
と

休
養
を
と
り
ま
し
た
。
四
月
三
日
、
数
十
頭
の
馬
匹
の
武
昌
ま

で
の
輸
送
を
兼
ね
、
輓
馬
部
隊
で
蕪
湖
を
出
発
、
百
キ
ロ
の
行



動
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

五
月
三
日
、
武
昌
到
着
。
蕪
湖
出
発
か
ら
一
カ
月
、
そ
の
間
、

大
公
館
＝
東
流
と
二
日
間
の
行
程
を
一
日
で
行
き
、
し
か
も
一

日
中
大
雨
の
中
の
難
強
行
軍
は
、
五
十
年
以
上
過
ぎ
た
今
日
で

も
、
難
儀
だ
っ
た
行
軍
だ
け
に
思
い
出
さ
れ
る
。
こ
の
時
サ
イ

パ
ン
で
守
備
隊
は
玉
砕
し
、
戦
況
は
日
本
に
日
一
日
と
不
利
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

五
月
五
日
、
揚
子
江
を
渡
河
し
、
五
色
の
吹
き
流
し
と
鯉
幟

の
見
え
る
漢
口
へ
渡
り
、
宿
舎
に
入
る
。

五
月
十
日
、
各
小
隊
は
第
十
一
軍
の
指
揮
下
に
入
り
、
そ
れ

ぞ
れ
配
属
が
決
ま
っ
た
。

第
一
小
隊
は
野
戦
兵
器
■
第
六
一
一
二
部
隊

第
二
小
隊
は
中
隊
本
部
と
共
に
野
戦
貨
物
■
呂
第
六
一
一
三

部
隊第

三
小
隊
は
野
戦
自
動
車
■
呂
第
六
一
一
四
部
隊

―
朝
馬
輸
送
に
は
大
分
、
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
―

何
し
ろ
馬
を
扱
っ
た
兵
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
そ
れ
に
各
班

に
荷
車
一
台
の
割
当
て
で
し
ょ
う
。
装
具
そ
の
他
食
糧
は
皆
荷

車
に
積
み
、

輓
馬
係
と
別
に
班
員
が
挽
く
か
押
す
か
し
ま
し
た
。

第
一
日
が
す
ん
で
こ
れ
は
た
ま
ら
な
い
と
、
翌
日
か
ら
各
小
隊

と
も
荷
車
に
挽
索
を
着
け
、
こ
れ
を
馬
に
挽
か
せ
た
の
で
、
二

日
目
か
ら
は
大
変
楽
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ど
し
ゃ
降
り
の
中

の
行
軍
、
二
日
行
程
を
一
日
で
突
破
す
る
強
行
軍
に
、
よ
く
老

兵
が
脱
落
せ
ず
一
カ
月
の
行
軍
を
し
た
も
の
と
思
う
。

し
か
し
、

空
腹
に
耐
え
き
れ
ず
行
軍
中
、
軍
公
路
の
脇
の
畑
に
い
ん
げ
ん

豆
や
菜
の
畑
な
ど
あ
る
と
、
車
両
に
つ
い
て
い
る
者
は
畑
に
入

れ
込
み
夕
食
の
菜
を
採
る
や
ら
鶏
を
捕
え
る
や
ら
の
行
軍
を
続

け
ま
し
た
。

―
漢
口
と
岳
州
付
近
の
勤
務
は
い
か
が
で
し
た
か
―

非
戦
闘
部
隊
で
し
た
か
ら
、
湘
桂
作
戦
の
た
め
の
資
材
の
収

集
と
搬
出
の
明
け
暮
れ
で
し
た
。

呂
第
六
一
一
二
部
隊
は
、
一
部
を
残
し
貨
車
で
約
六
〇
キ
ロ

南
の
茶
安
嶺
駅
ま
で
行
き
ま
し
た
。

山
田
隊
は
駅
か
ら
西
南
二
キ
ロ
ほ
ど
の
地
点
高
橋
の
古
谷
隊

に
協
力
隊
と
し
て
勤
務
に
着
く
。
勤
務
内
容
は
現
地
で
松
林
そ

の
他
の
森
林
か
ら
木
を
切
り
出
し
、

二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
、

幅
三
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
三
、
四
セ
ン
チ
ほ
ど
の
板
に
製
材
し
た

も
の
を
三
、
四
枚
と
担
ぎ
、
駅
ま
で
搬
出
す
る
の
だ
が
、
途
中



に
小
高
い
山
が
あ
り
、
こ
れ
を
登
る
の
が
大
変
に
難
儀
な
労
働

で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
地
の
苦
力
も
使
用
す
る
の
だ
が
大
変

な
仕
事
で
し
た
。
頂
上
近
く
に
湧
水
が
あ
り
、
珍
し
く
生
水
で

飲
め
る
の
で
、
争
っ
て
渇
を
癒
し
た
。
こ
の
製
材
は
六
月
か
ら

始
ま
る
「
一
号
作
戦
＝
湘
桂
作
戦
」
用
の
資
材
で
、
駅
ま
で
搬

出
し
貨
車
で
岳
州
へ
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
六
月
中
旬
、
岳
州

が
陥
落
し
、
我
が
軍
は
長
沙
に
進
撃
中
で
、
敵
機
は
通
過
す
る

だ
け
で
、
た
ま
に
駅
付
近
を
爆
撃
す
る
程
度
で
し
た
。
六
月
初

め
に
は
武
昌
の
在
留
員
も
到
着
し
、
山
田
隊
全
員
で
こ
の
作
業

に
従
事
し
ま
し
た
。

食
糧
は
主
食
の
米
と
武
漢
地
区
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
メ
リ
ケ

ン
粉
が
沢
山
あ
り
、
副
食
品
は
一
日
一
度
は
「
水
と
ん
」
で
し

た
。
野
菜
は
輪
切
り
の
胡
瓜
で
他
の
青
物
は
入
り
ま
せ
ん
。
毎

日
「
水
と
ん
」
で
は
芸
が
な
い
と
、
私
と
も
う
一
人
の
炊
事
班

員
と
で
な
た
切
り
う
ど
ん
を
作
り
、
皆
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
山

田
隊
の
ほ
か
に
古
谷
隊
の
六
〇
名
を
入
れ
、
全
員
で
二
三
〇
名

で
警
備
と
作
業
の
毎
日
で
し
た
。
比
較
的
多
い
小
麦
粉
で
田
舎

饅
頭
、
■
代
わ
り
の
小
麦
粉
■
、
た
ま
に
池
を
干
し
、
草
魚

の
三
枚
下
し
、
塩
焼
き
な
ど
を
作
り
隊
員
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

七
月
に
数
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
配
車
さ
れ
楽
に
な
り
ま
し
た
。

警
備
隊
が
引
き
揚
げ
た
後
、
製
材
所
が
襲
撃
さ
れ
一
名
重
傷
、

一
名
軽
傷
の
惨
事
が
あ
り
ま
し
た
。
今
振
り
返
っ
て
見
る
と
、

わ
ず
か
二
カ
月
で
す
が
、
山
田
隊
が
一
カ
所
に
勤
務
し
湘
桂
作

戦
に
参
加
し
た
の
は
こ
の
高
橋
だ
け
で
し
た
。

非
戦
闘
部
隊
の
悲
し
さ
、
岳
州
ま
で
は
長
沙
・
易
俗
河
・
板

塘
舗
・
衡
山
と
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
勤
務
地
が
異
な
り
、
桂
林
で
も

桂
林
工
場
、
馬
面
橋
、
六
塘
坪
と
別
々
の
勤
務
地
に
着
き
、
敗

戦
後
に
雲
漢
の
中
隊
本
部
に
帰
属
し
て
初
め
て
山
田
隊
員
皆
が

集
結
し
た
次
第
で
す
。

七
月
下
旬
、
逐
次
茶
安
嶺
か
ら
貨
車
で
岳
州
に
向
か
い
、
茶

安
嶺
に
は
小
川
上
等
兵
以
下
十
名
が
残
っ
た
。
そ
の
他
隊
員
は

八
月
初
め
全
員
岳
州
の
萩
谷
隊
の
配
属
と
な
っ
た
。
命
令
で
船

又
は
自
動
車
の
便
が
あ
る
ご
と
に
兵
器
・
弾
薬
・
そ
の
他
の
宰

領
者
と
し
て
長
沙
又
は
易
俗
河
へ
数
名
ず
つ
で
出
発
し
ま
し
た
。

そ
の
都
度
、
米
軍
機
の
空
襲
が
あ
っ
た
。
洞
庭
湖
沿
岸
で
の
作

業
は
危
険
極
ま
り
な
か
っ
た
。
特
に
八
月
二
十
五
日
の
岳
州
駅

の
空
襲
は
爆
撃
機
、
戦
闘
機
二
十
四
、
五
機
の
来
襲
で
、
多
大

の
死
傷
者
を
出
し
た
が
、
我
が
山
田
隊
か
ら
は
一
名
の
怪
我
人



も
出
な
か
っ
た
の
は
天
佑
で
し
た
。
九
死
に
一
生
と
は
こ
の
こ

と
だ
と
思
っ
た
。

こ
の
岳
州
駅
は
武
昌
、
岳
州
、
衡
陽
、
広
東
を
結
ぶ
粤
漢
線

の
要
衝
で
、
岳
州
―
衡
陽
間
の
鉄
橋
が
爆
破
さ
れ
た
た
め
岳
州

か
ら
船
で
洞
庭
湖
か
ら
湘
江
を
■
り
、
衡
陽
へ
ま
た
陸
路
を
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
り
前
線
基
地
、
長
沙
、
易
俗
河
、
衡
山
、
衡
陽
へ

と
弾
薬
・
そ
の
他
の
宰
領
に
運
ぶ
た
め
四
、
五
名
ず
つ
出
発
し

ま
し
た
。

八
月
八
日
に
は
衡
陽
が
陥
落
し
て
い
た
が
、
制
空
権
は
完
全

に
敵
に
掌
握
さ
れ
て
お
り
、
我
が
軍
に
は
対
空
砲
火
す
ら
ろ
く

に
な
く
、
毎
日
敵
米
軍
機
の
跳
■
は
激
し
く
、
陸
路
、
水
路
の

別
な
く
射
撃
を
加
え
て
き
ま
し
た
。
空
襲
の
合
間
を
縫
っ
て
ト

ラ
ッ
ク
、
船
で
宰
領
に
出
か
け
た
が
、
犠
牲
者
は
船
で
出
発
し

た
隊
員
で
あ
る
。
航
行
中
、
敵
襲
を
受
け
避
難
し
ま
し
た
が
、

船
は
沈
没
し
、
一
緒
に
沈
没
し
た
弾
薬
に
来
襲
を
避
け
な
が
ら

三
日
も
掛
か
り
、
引
き
揚
げ
、
三
日
後
に
長
沙
に
届
け
た
隊
員

も
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
も
完
全
に
安
全
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
発
見
さ
れ
た
ら
最
後
、
積
載
し
た
全
車
両
を
破
壊
す
る

し
、
弾
薬
も
爆
発
し
終
わ
る
ま
で
爆
撃
、
射
撃
を
繰
り
返
し
ま

し
た
。―

貨
物
■
要
員
に
は
一
般
兵
科
と
違
っ
た
苦
労
が
あ
っ
た

の
で
す
ね
―

最
終
的
に
は
自
給
自
足
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で
、
戦
闘
部
隊
、

補
給
部
隊
の
区
別
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ず
ー
っ
と
縁
の
下
の
力

持
ち
で
し
た
ね
。「
輜
重
輸
卒
が
兵
隊
な
ら
ば
」
の
戯
れ
歌
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
次
大
戦
の
敗
因
の
最
大
の
原
因
は
輸
送
手

段
の
欠
如
で
す
よ
。
食
糧
を
送
ら
れ
な
い
か
ら
「
現
地
調
達
せ

よ
」

、
て
い
の
よ
い
か
っ
ぱ
ら
い
で
す
ね
。
こ
れ
が
支
那
五
億

の
人
民
を
敵
に
回
し
た
の
で
す
よ
。
儲
備
券
で
買
う
と
い
っ
て

も
紙
ぺ
ら
で
強
制
交
換
で
し
ょ
う
。
石
油
の
産
地
を
押
え
て
も

内
地
へ
運
べ
な
い
。

何
を
考
え
て
い
る
か
と
い
い
た
い
で
す
ね
。

車
両
で
出
発
し
た
者
も
途
中
、
我
が
軍
の
車
両
が
至
る
所
で

焼
か
れ
、
転
覆
し
て
い
る
。
道
路
の
両
側
は
赤
肌
の
山
で
、
車

両
ど
こ
ろ
か
兵
の
退
避
す
る
と
こ
ろ
も
な
い
。
辛
う
じ
て
杖
を

見
付
け
、
木
の
枝
で
車
両
を
偽
装
し
、
夜
間
で
も
無
灯
火
行
進

し
、
昼
間
は
雨
天
か
曇
天
の
日
し
か
行
動
し
な
い
。
道
路
は
ズ

タ
ズ
タ
、
橋
は
焼
失
、
岳
州
―
長
沙
間
一
七
〇
キ
ロ
の
道
を
二

十
一
日
間
も
掛
け
ま
し
た
。



携
帯
食
糧
も
底
を
尽
き
、
刈
入
れ
前
の
■
を
石
臼
に
入
れ
て

足
で
棒
を
突
き
、

米
に
し
て
二
十
一
日
生
き
つ
な
い
だ
の
で
す
。

清
水
真
吉
、
長
谷
川
茂
一
、
野
浦
光
男
、
小
野
榮
、
私
と
し

ば
し
ば
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
は
、

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

九
月
に
入
り
全
隊
員
は
長
沙
ま
た
は
易
俗
河
ま
で
進
出
し
た
。

易
俗
河
に
は
片
山
軍
曹
以
下
五
十
名
、
長
沙
に
は
隊
長
以
下
五

十
名
、
板
塘
舗
か
ら
衡
山
に
前
進
し
た
秋
葉
兵
長
以
下
二
十
五

名
と
分
散
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

易
俗
河
の
隊
長
は
十
二
日
初
め
、
衡
山
の
隊
員
は
一
月
十
日

こ
ろ
、
長
沙
の
隊
長
以
下
は
一
月
十
五
日
、
六
日
こ
ろ
、
七
百

キ
ロ
ほ
ど
先
の
桂
林
に
向
か
っ
て
出
発
。
敵
機
を
避
け
曇
り
の

日
以
外
、
全
行
程
は
夜
行
軍
で
、
二
月
の
末
に
桂
林
に
到
着
し

ま
し
た
。
到
着
し
た
の
は
一
六
二
名
中
一
三
〇
名
ほ
ど
で
、
こ

の
頃
既
に
十
一
名
の
戦
死
、
戦
病
死
や
、
四
名
の
内
地
送
還
者

を
出
し
、
ほ
か
数
名
の
者
が
入
院
し
て
い
ま
し
た
。

到
着
し
て
間
も
な
く
の
二
月
十
五
日
こ
ろ
、
片
山
軍
曹
以
下

隊
員
は
桂
林
南
方
三
〇
キ
ロ
ほ
ど
の
馬
面
橋
へ
分
遣
と
な
り
、

残
留
者
は
兵
器
■
桂
林
工
場
勤
務
と
な
り
、
バ
ラ
バ
ラ
に
離
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

―
い
よ
い
よ
桂
林
で
す
ね
―

山
田
隊
は
三
班
に
別
れ
分
遣
に
な
り
ま
し
た
が
、
す
で
に
後

方
か
ら
の
補
給
は
途
絶
え
、
す
べ
て
現
地
調
達
に
な
っ
た
。
萩

谷
隊
で
も
■
を
作
り
味
■
を
仕
込
み
、
大
豆
を
探
し
、
納
豆
も

作
っ
た
の
で
す
が
、
主
食
そ
の
も
の
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

二
月
中
旬
、
片
山
軍
曹
以
下
五
十
名
が
桂
林
南
方
三
〇
キ
ロ
の

六
塘
坪
へ
糧
秣
そ
の
他
の
物
資
の
徴
発
に
行
き
、
相
応
の
戦
果

が
あ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
一
名
の
戦
死
者
を
出
し
ま
し
た
。

二
月
末
、
今
度
は
敵
襲
が
あ
り
、
大
越
祝
一
君
が
負
傷
し
ま
し

た
。広

西
省
は
山
岳
地
帯
で
物
資
も
少
な
い
貧
乏
な
省
で
、
そ
の

上
広
西
モ
ン
ロ
ー
主
義
を
唱
え
、

他
所
省
へ
の
敵
愾
心
は
強
く
、

郡
村
ご
と
の
防
衛
自
治
し
完
壁
に
近
い
も
の
で
し
た
。
重
慶
軍

よ
り
住
民
自
衛
隊
の
方
が
強
い
と
い
う
感
じ
で
、
し
か
も
い
つ

で
も
便
衣
隊
に
早
変
わ
り
で
き
ま
す
。
日
本
軍
の
上
層
部
で
も

こ
の
点
を
考
慮
し
、
吉
野
機
関
に
よ
り
対
広
西
要
人
工
作
を
行

っ
た
よ
う
で
す
が
、
あ
ま
り
効
果
が
な
く
、
依
然
と
し
て
各
部

隊
と
も
糧
食
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
四
月
に
な
り
山

田
隊
長
以
下
二
十
五
、
六
名
の
編
制
で
桂
林
西
南
七
キ
ロ
の
馬



面
橋
方
面
へ
物
資
収
集
の
た
め
出
動
し
ま
し
た
。
集
め
た
■
、

そ
の
他
は
桂
林
（
兵
器
■
、
糧
秣
■
）
へ
送
り
ま
し
た
。

桂
林
地
区
の
治
安
も
次
第
に
悪
く
な
り
、
状
況
も
日
増
し
に

不
利
と
な
り
ま
し
た
。
七
月
十
一
日
、
佐
藤
伍
長
、
■
原
兵
長
、

佐
浦
、
並
木
一
等
兵
、
四
名
が
苦
力
十
数
名
を
率
い
、
■
そ
の

他
の
調
達
に
出
発
し
ま
し
た
。
昼
近
く
部
落
に
入
っ
た
途
端
、

有
力
な
敵
に
遭
遇
、
交
戦
す
る
。
■
原
兵
長
は
即
死
、
佐
浦
一

等
兵
は
腕
に
負
傷
、
並
木
一
等
兵
が
本
隊
に
急
報
、
隊
長
以
下

十
数
名
が
救
援
に
出
動
、
敵
と
応
戦
中
の
佐
藤
伍
長
を
辛
う
じ

て
救
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
す
で
に
第
十
一
軍
の
主
力
部
隊
で
あ
る
第
三
師
団

（
幸
）
は
南
昌
か
ら
九
江
地
区
ま
で
下
が
っ
て
お
り
、
重
火
器

隊
も
ま
た
湖
南
方
面
に
転
進
し
て
お
り
、
七
月
初
め
に
は
、
桂

林
工
場
勤
務
員
は
炊
事
要
員
ま
で
も
毎
日
対
戦
車
攻
撃
の
訓
練

で
、
米
国
製
Ｍ
四
型
戦
車
に
対
し
、
破
鋼
爆
雷
に
よ
り
一
人
一

戦
車
や
体
当
た
り
自
爆
攻
撃
の
訓
練
で
、
兵
科
も
補
給
部
隊
も

区
別
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
桂
林
死
守
の
命
が
出
さ
れ
、
遺

書
を
書
き
、
髪
の
毛
や
爪
を
切
り
、
手
製
の
封
筒
に
入
れ
、
身

辺
の
整
理
も
し
ま
し
た
。
復
員
し
て
判
明
し
た
こ
と
で
す
が
、

ど
れ
一
つ
と
し
て
、
ま
た
だ
れ
一
人
に
も
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
う
ち
、
六
塘
坪
分
遣
隊
、
馬
面
分
遣
隊
も
引
き
揚
げ
て

来
ま
し
た
。
多
分
七
月
二
十
四
、
五
日
の
頃
と
思
い
ま
す
。
桂

林
工
場
の
真
田
大
尉
指
揮
に
よ
る
十
数
名
は
撤
退
し
て
い
ま
し

た
。二

十
三
、
四
日
こ
ろ
、
貨
車
又
は
ト
ラ
ッ
ク
、
一
部
は
徒
歩

で
撤
退
し
、
最
後
は
二
十
八
、
九
日
こ
ろ
で
し
た
。
使
用
し
て

い
た
建
物
は
破
壊
し
、
一
部
は
焼
却
し
ま
し
た
。
十
数
名
が
ト

ラ
ッ
ク
で
漓
江
沿
岸
の
道
路
に
集
結
し
、
夜
に
紛
れ
て
の
撤
退

で
す
。
敵
も
我
が
撤
退
を
察
知
し
、
夜
間
に
か
か
わ
ら
ず
戦
闘

機
が
銃
撃
し
て
く
る
。
何
発
目
か
に
曳
光
弾
が
打
ち
込
ま
れ
る
。

そ
の
度
、
周
囲
が
明
る
く
な
る
の
で
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
積
ん
だ

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
ひ
や
ひ
や
も
の
で
し
た
。
昼
を
避
け
夜
間
に
撤

退
し
ま
し
た
が
途
中
、
疲
労
と
栄
養
失
調
の
た
め
尾
棹
菊
三
君

が
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
返
す
返
す
も
残
念
で
し
た
。
六
塘
坪
で

炭
焼
の
こ
と
な
ど
、
よ
く
皆
に
指
導
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

八
月
十
日
こ
ろ
、
後
続
の
一
部
隊
員
の
ほ
か
皆
、
衡
陽
に
集

結
し
て
い
ま
し
た
。
八
月
十
日
、
衡
陽
の
兵
器
■
で
勤
務
中
、

黄
色
薬
の
爆
発
事
故
に
よ
り
宍
戸
栄
三
、
小
林
猪
三
郎
即
死
、



高
橋
勝
春
、
重
傷
と
終
戦
も
間
近
だ
と
い
う
の
に
残
念
の
極
み

で
す
。―

撤
収
の
時
の
心
境
は
い
か
が
で
す
か
―

心
細
い
の
限
り
で
す
。
将
校
以
下
だ
れ
も
退
却
の
戦
略
・
戦

術
の
知
識
も
な
け
れ
ば
実
戦
も
な
い
。
一
日
も
一
キ
ロ
で
も
敵

か
ら
離
脱
し
た
い
の
一
心
で
す
。
桂
林
か
ら
撤
退
中
、
無
線
か

ら
す
ぐ
近
く
ま
で
敵
が
追
尾
し
て
い
る
と
の
情
報
が
ち
ょ
く
ち

ょ
く
入
り
ま
し
た
。
我
々
は
兵
站
補
給
部
隊
で
あ
る
が
、
後
尾

の
戦
闘
部
隊
は
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。

復
員
後
二
十
年
経
ち
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
機
会
か
ら
第
十
一
軍

の
独
立
混
成
第
二
十
二
旅
団
の
独
立
歩
兵
第
六
十
六
大
隊
だ
と

い
う
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
恩
欠
運
動
を
共
に

携
え
て
や
っ
て
い
る
山
崎
純
夫
氏
や
星
澤
實
氏
が
い
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
那
須
の
会
合
の
と
き
、
温
泉
に
浴
し
な
が
ら
一

晩
語
り
明
か
し
ま
し
た
。

―
敗
戦
の
報
は
い
つ
聞
き
ま
し
た
か
―

衡
陽
で
す
。
一
部
は
■
陽
で
す
。
そ
の
時
、
日
本
は
何
で
無

条
件
降
伏
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

―
終
戦
処
理
は
ど
う
で
し
た
か
―

八
月
十
六
日
終
戦
を
聞
か
さ
れ
、
撤
退
に
際
し
て
車
両
に
積

ん
で
来
た
弾
薬
、
器
材
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
、
錫
は
皆
破
棄
し
、

患
者
は
一
車
両
に
二
十
数
名
乗
せ
、
野
戦
病
院
に
収
容
し
ま
し

た
。我

々
は
長
沙
地
区
に
集
結
、
開
福
寺
に
一
時
宿
営
し
、
次
の

命
令
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
九
月
に
入
り
菊
の
紋
章
を
削
り
、

支
那
軍
に
引
き
渡
し
、
初
め
て
戦
争
に
負
け
た
ん
だ
な
ー
、
と

の
実
感
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

―
抑
留
生
活
は
ど
う
で
し
た
か
―

抑
留
地
は
長
沙
県
嘉
疑
郷
道
林
橋
の
一
農
家
で
す
。
満
州
事

変
以
来
十
五
年
間
、
日
本
軍
の
行
っ
た
行
為
に
対
し
て
、
支
那

軍
及
び
一
般
民
衆
は
、
恨
み
骨
髄
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
■
総

銃
の
布
告
以
来
、
一
部
に
は
多
少
の
怨
念
の
仕
打
ち
は
あ
っ
て

も
、
全
般
と
し
て
極
め
て
友
好
で
し
た
。

楽
し
み
は
い
つ
帰
国
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
少
な
い
配

給
を
い
か
に
有
効
に
食
い
延
ば
す
か
の
工
夫
で
し
た
。

昼
は
器
用
な
兵
の
作
っ
た
麻
雀
や
ら
将
棋
や
ら
で
楽
し
み
、

夜
は
講
談
や
ら
落
語
や
物
ま
ね
な
ど
結
構
憂
さ
を
忘
れ
さ
せ
て



く
れ
ま
し
た
。
作
業
中
事
故
で
な
く
な
っ
た
り
、
栄
養
失
調
で

死
ん
だ
り
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
帰
国
を
目
の
前

に
し
て
の
死
亡
、
本
人
も
無
念
だ
っ
た
ろ
う
し
、
国
で
待
っ
て

い
る
家
族
の
こ
と
を
思
う
と
泣
い
て
も
泣
き
き
れ
ま
せ
ん
。
天

命
と
も
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

十
二
月
十
五
日
、
兵
器
■
か
ら
中
隊
本
部
へ
復
帰
命
令
が
出

て
、

峰
部
隊
集
結
地
の
湖
北
省
岳
陽
県
雲
渓
に
集
結
し
ま
し
た
。

雲
渓
に
幕
舎
を
張
り
幕
舎
生
活
に
入
り
ま
し
た
。
明
け
て
、

昭
和
二
十
一
年
一
月
元
旦
、
中
隊
本
部
か
ら
配
給
の
■
に
舌

つ
づ
み
を
打
つ
。

一
月
三
日
、
小
隊
対
抗
新
春
大
運
動
会
を
開
催
。
第
一
小
隊

は
三
位
の
成
績
に
甘
ん
じ
る
。

給
食
の
質
と
量
が
だ
ん
だ
ん
落
ち
る
。
中
間
で
ピ
ン
ハ
ネ
さ

れ
て
い
る
の
か
と
疑
い
た
く
な
る
。
兵
の
半
分
は
農
作
業
、
大

工
、
道
路
工
事
の
手
伝
い
、
残
っ
た
兵
は
ノ
ビ
ル
と
雑
草
の
か

ゆ
、
し
か
も
二
食
で
食
い
つ
な
ぐ
毎
日
で
し
た
。
そ
し
て
い
つ

か
仲
間
う
ち
で
の
商
売
が
始
ま
り
、

こ
れ
に
支
那
人
も
加
わ
り
、

市
ら
し
く
な
っ
て
き
た
が
、
中
隊
長
の
要
請
で
縮
小
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
す
。
下
痢
と
シ
ラ
ミ
に
は
閉
口
の
一
語
で
す
。

四
月
二
十
日
、
復
員
時
期
の
命
令
。
二
十
一
日
、
雲
渓
を
出

発
。
二
十
五
日
、
漢
口
、
■
州
を
経
由
、
南
京
対
岸
の
浦
口
へ
。

途
中
、
住
民
の
嫌
が
ら
せ
や
機
関
士
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
要
求
に
あ

う
も
帰
国
の
前
の
小
事
と
柳
に
風
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
小
出
し
に

与
え
な
が
ら
五
月
十
四
日
南
京
に
到
着
し
ま
し
た
。
十
五
日
上

海
に
到
着
、
乗
船
待
ち
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
食
糧
は
大

豆
と
玉
蜀
黍
で
米
は
一
粒
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
帰

国
を
前
に
し
て
不
平
を
い
う
も
の
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
に
使
役
は
せ
い
ぜ
い
草
取
り
と
掃
除
ぐ
ら
い
で
す
。

六
月
八
日
、
つ
い
に
乗
船
命
令
が
出
ま
し
た
。
乗
船
地
の
波

止
場
に
集
合
、
一
晩
野
営
し
ま
し
た
。
朝
起
き
て
見
て
驚
き
ま

し
た
。
乗
船
を
待
機
し
て
い
る
多
数
の
邦
人
が
い
る
。
一
旗
組

も
多
い
の
だ
ろ
う
が
、
中
に
は
数
十
年
の
苦
労
が
リ
ユ
ッ
ク
サ

ッ
ク
と
風
呂
敷
包
に
結
集
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
捕
虜
の
身

を
忘
れ
て
思
わ
ず
同
情
の
言
葉
も
掛
け
た
く
な
り
ま
し
た
。

我
々
の
乗
船
す
る
船
は
日
の
丸
の
付
い
た
旧
海
軍
の
海
防
艦

「
一
九
四
号
」
で
し
た
。
日
の
丸
を
見
た
と
き
、
思
わ
ず
目
頭

が
熱
く
な
っ
て
く
る
の
を
抑
え
よ
う
も
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

船
は
六
〇
〇
ト
ン
た
ら
ず
で
あ
っ
た
が
、
我
が
第
六
十
三
中



隊
四
〇
〇
ほ
ど
だ
け
の
人
員
で
出
発
、
機
雷
除
け
の
た
め
揚
子

江
口
に
停
泊
、
検
疫
の
順
番
を
待
ち
、
雨
の
中
、
鹿
児
島
港
に

上
陸
し
た
の
は
六
月
十
五
日
で
し
た
。
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
消
毒
が
済
み
、

ト
ラ
ッ
ク
で
小
学
校
へ
行
き
一
泊
。

十
六
日
、
復
員
証
明
書
と
六
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
、
山
田
隊

長
の
挨
拶
の
後
、
鹿
児
島
駅
で
乗
車
、
二
昼
夜
が
か
り
で
汽
車

は
十
八
日
午
後
上
野
駅
着
。
東
京
駅
か
ら
足
が
地
に
つ
か
ず
、

踊
る
よ
う
に
し
て
我
が
家
に
向
か
い
ま
し
た
。

〔
追
記
〕
　
幅
さ
ん
は
昭
和
十
三
年
～
十
四
年
、
第
一
補
充
兵

と
し
て
武
口
攻
略
に
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
す
。




